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報道発表資料 

 相談解決のためのテストから No.63  

平成 26 年 2 月 20 日 

独立行政法人国民生活センター 

 

消費生活センター等の依頼に基づいて実施した商品テスト結果をご紹介します。 

 

座ったら衣服に色移りしたフロアチェア 
 

１．依頼内容 

「布張りのフロアチェアの色が、着用していた Tシャツとズボンに移染した。色落ちしやす

い商品かどうか調べてほしい。」という依頼を受けました。 

 

２．調査 

当該商品は、ベロア調の表地を使用した布張りのフロアチェアで、生地の材質を調べたとこ

ろポリエステルを主材とするものでした。 

表地の染色堅ろう度を、JIS L 0848「汗に対する染色堅ろう度試験方法」及び JIS L 0849「摩

擦に対する染色堅ろう度」に従って調べました。布製家具等については、染色堅ろう度につい

ての規格がないため、衣料品（オーバー、ズボン、セーター、ワイシャツ、ポロシャツ等）の

基準を用いて評価したところ、汗（酸性、アルカリ性）による商品自体の色落ちを表す「変退

色」については基準に適合していましたが、汗（酸性、アルカリ性）による色移りの度合いを

表す「汚染」と摩擦（乾燥、湿潤）に対する染色堅ろう度については、基準と同等かそれより

も下回っており、他の衣類等に色移りしやすいものと考えられました。 

また、使用時に衣服と擦れることを想定して、綿 100%の下着シャツで商品の表面を擦ってみ

たところ、下着シャツに商品の色が付着しました。 

なお、当該商品の表示について調べたところ、商品を梱包
こんぽう

していた段ボールに、輸入者名、

販売者名等が記載されていたものの、商品自体には、家庭用品品質表示法「いす、腰掛け及び

座いす」に定められている取扱い上の注意等の「品質に関して表示すべき事項」や「表示者名」

等の表示はありませんでした。 
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３．解決内容等 

テストの結果の報告を受けた依頼センターのあっせんにより、事業者から、返品返金の対応

のほか洗濯のための費用についての対応がされました。また、色移りについては、材質の変更

及び表示の取り付け作業をすすめているとのことでした。 

 

 

本件問い合わせ先 

商品テスト部：042-758-3165 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<title>座ったら衣服に色移りしたフロアチェア（相談解決のためのテストから No.63）</title> 


